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新
し
い
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
決
定

　
６
月
14
日
、
第
８
期
田
村
市
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
の
選
考
会
が
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査
委
員
６
人
（
委
員

長
：
菅
井
副
市
長
）
が
応
募
者
の
面
接
を

行
い
、
観
光
Ｐ
Ｒ
へ
の
意
欲
が
あ
り
、
市

の
観
光
事
業
を
推
進
す
る
う
え
で
活
躍
が

期
待
で
き
る
４
人
を
ク
ル
ー
に
選
び
ま
し
た
。

　

ク
ル
ー
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加

し
、
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
任
期

は
６
月
14
日
か
ら
令
和
４
年
６
月
末
ま
で

で
す
。 新

し
い
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー
決
定

第
８
期
田
村
市
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
ル
ー

①
遠
藤 

リ
リ
カ 

さ
ん

「
田
村
市
の
食
や
自
然
の
魅
力

を
も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
活
動
を

頑
張
り
ま
す
。」

②
蒲
生 

絢
香 

さ
ん

「
生
ま
れ
も
育
ち
も
田
村
市
で

す
が
、
気
づ
い
て
い
な
い
魅
力

も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
発
見
し
な
が
ら
観
光
に

来
て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
る
よ

う
に
色
々
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。」

③
村
越 

芽
生 
さ
ん

「
７
期
に
続
き
ク
ル
ー
と
し
て

務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
田
村
市
に
住
ん
で
良

か
っ
た
！　

田
村
市
に
来
た
い
！

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」

④
白
岩 

真
未 

さ
ん

「
７
期
の
経
験
を
活
か
し
て
積

極
的
に
田
村
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
き
ま
す
！
」

●
問
い
合
わ
せ

　
産
業
部 

観
光
交
流
課


81
―

２
１
３
６

市
民
課
窓
口
に
翻
訳
機
を
設
置

市
民
課
窓
口
に
翻
訳
機
を
設
置

窓
口
業
務
の
多
言
語
対
応

　

市
役
所
本
庁
舎
の
市
民
課
窓
口
に
、
翻

訳
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

翻
訳
機
は
、
文
字
を
表
記
し
音
声
を
発

す
る
た
め
、
外
国
籍
の
方
以
外
に
視
聴
覚

障
害
の
方
と
の
対
話
も
可
能
で
す
。

　

手
続
な
ど
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
な
い
と
お
悩
み
の
方
は
、
安
心
し

て
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

Languages covered

etc.

①③

②④

●
問
い
合
わ
せ

　
市
民
部 

市
民
課

82
―

１
１
１
２

読書活動推進のための基本方針

家庭、地域、学校の
連携と協働による読
書に親しむ機会の提
供と充実

身近にいつも本があ
る豊かな読書環境の
整備と充実

読書活動への理解と
関心を高めるための
啓発

～未来の夢をかなえる読書習慣を身に付けるために～

第三次田村市
　　子ども読書活動推進計画
　子どもの読書活動は、子どもが言
葉を学び、感性を磨きながら、表現
力や創造力を豊かなものにし、人生
をより良く生きる力を身に付けるた
めの大変重要な活動の一つです。
　市では、昨年度に策定した「第三
次田村市子ども読書活動推進計画」
により、家庭、地域、学校、関係団体が相互に連絡を取りながら、子ども
たちがあらゆる機会と場所で自主的な読書活動ができるように、読書環境
の整備を進めていきます。
※計画は、ホームページで閲覧できます。

計画実施期間

　　令和 2 年度～ 6 年度

　家庭において、乳幼児期に読み聞かせを中心に、学童期以降は親子で同じ本を読み感想を
述べ合う家読（うちどく）などが効果的です。また、子どもが自主的に読書に親しめるよう

にする方法としては、子どもが本を少しでも読
んだときに「ほめる」ことや、大人もいっしょ
に読書をして楽しむ姿を見せることも大切で
す。
　子どもにとって、読書習慣を身に付け、たく
さん本を読んでたくさんの知識を得ることは、
これから生きていくうえでの選択肢が広がり夢
の実現に向けて大きな力になります。
　市でも、家庭での取り組みを充実させるため、
地域、学校などが連携協力し、読書活動推進の
ためのさまざまな情報提供や支援を行います。

●図書館（本館）(82-1001

▲朝読書（常葉小学校） ▲読み聞かせ（滝根小学校）

新型コロナウイルスの影響により
家で過ごす時間が増えています。
家族みんなで「おうちで読書」を、
ぜひお楽しみください。
図書館にはたくさんの本がありま
す。ぜひご利用ください。


